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海洋深層水で培養したマコンブと付着珪藻を餌料として活用した

エゾアワビ養殖に関する研究(短報）

松村航・藤田大介

(2007年２月９日受理）

Study0ncultivationofabal0ne,ｊＶりYjひ応ｄｉ３ｃ"ｓ〃α”αi,ｒｅａｒｅｄｂｙ従edingkelp，

Ｓａｃｃ"α減"αjtZpo"ＩＣα,andattacheddiatomsculturedindeep-seawater
●

ＷａｔａｒｕＭＡＴＳＵＭＵＲＡ＊landDaisukeFUJITA＊２

Juvenilesoftheabalone,/Vひﾉ‘o"ｓｄＩｊｓａＩｓｈα""αj,wererearedinakelp-abaloneculturesystem

setupinTbyamaPrefecturalFisheriesResearchlnstitute，Namerikawa，Japan・Thefbodkelp

Saccharj"α仰o"jcawasculturedinatank（1.2㎡)suppliedwithflowing,deep-seawater,drawn

bypumpfromadepthof321m,andwarmedto１４℃・TWohundredshellsofabalones（average

shelllength:４３．３ｍｍ;averagebodyweight:９．６９;averageconditionfactor:1.18）wererearedin

anothertank（0.6,3）suppliedwith〔heabovekelpcultureoutflowwater､Harvestedfreshkelp

bladesweregiventoabalones，whichalsograzedonattacheddiatomsgrowinginsidethetank・

After420daysofculture，８７percentoftheshellssurvivedandtheiraverageshelllength，body

weightandconditionfactorwereasfbllows:69.2mｍ（dailygrowthrate:６１.叩、/day），50.19

and1.50,respectively､Ofthese,morethan50percentoftheshellshadachievedcommercialsize

（65mminshelllength）．Itwasconcludedthatabaloneshowedhighergrowthrateandcondition

factorwhenfedkelpwithdiatom（presentstudy）thanwhenraisedsolelywithkelp（previous

study）．
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１９

海洋深層水（以下，深層水）は，低温で水質が安定しており，栄養塩（窒素，リン及び珪素）

を表層海水よりも多量に含んでいることから，冷水性の海藻や珪藻などの流水培養に適している。

著者らは，アワビ養殖システム（松村・藤田2002）の更なる改良を目指し，培養した生コンブだ

けではなく，飼育水槽の壁面に豊富に自然繁茂する付着珪藻を餌料としたエゾアワビの長期飼育

を試みた。その結果，コンブのみ（松村2004,大津・松村2005）を与えて実施した既往成果と比

較して良好な結果が新たに得られたので報告する。

2003年１１月から2005年１月までの420日間，水温１４℃の加温深層水をかけ流した約1.2㎡の半透

明な円形水槽でマコンブSZIccharj"αﾉapo"jca（Areschoug）Ｌａｎｅを浮遊培養し，その排水を約0.6

㎡の半透明な円形水槽にかけ流して，200個体のエゾアワビノVひ,,do"sdjsc"sAα""αilnoを飼育した

*'富山県水産試験場（TbyamaPrefeclurcFi勝hcricsResearchlnstitute,Namcrikawa,Tbyama936-8536,Japan）

*2束京海洋大学（TbkyoUniversityofMarineScienceandT1echnology,Konan,Minato-ku,Tbkyo,lO8-8477,Japan）
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Fig.１Akclp-abalonecul1urcsysteminwhichwarmcddccp-scawater（１４℃）isl･cusedinthelowertanklorcarabaloncaftcr

uscdfbl･growingkelp（Ｓａｃｃｈａｊ伽αﾉ”o"/cα）inlhcuppcl･lank,Abaloncswel･efedthebladeofcullul･cdkclpaswcll
asaUachcddiatomsgrowinginsidcthcabalonc皿nk．

川肌深脚水をかけ流した上側の水槽でマコンブを端推し、その排水を利用して下側の水柑でアワビを飼育する
挺弛システム．

（Fig.１)。用いたエゾアワビは，愛媛県松|||市のコスモ海洋牧場㈱から購入した種苗（殻長：

43.3±1.8ｍ,体重：９．６±１．３９，肥満度：１．１８±0.1）である。餌料としたコンブは上段水槽で培

養したマコンブの葉状部片（以後，コンブ）で，エゾアワビ体重の５－１０％/dayを目安にほぼ飽

食塗を投餌した。付着珪藻は水槽の壁面に自然繁茂したものを自発的に摂餌させた（Fig.２)。付
着珪藻の繁茂量は，半透明のアクリル板（60×30cm）をアワビ水槽内に1011間設置し，その板上

に付蒲した珪藻の湿重量を測定して推定した。アワビの殻長（､Ｈ１)，体重（９.wet）及び肥満度の
測定（、＝１００）は60日ごとに行った。

飼育期間中，エゾアワビは投餌されたコンブだけでなく，主に夕方から水槽の壁をｆ|州し，壁

而に付満している珪藻を摂餌しているのが確認できた。付着珪藻の摂餌量は定量していないが，

水櫓壁而に付着している珪藻の繁茂量は，2.639.wet/dayであると推定されたことから，コンブ

（５％の給餌堂）と珪藻の１日あたりの給f1脚の割合はおおよそ飼育開始時で３７：1,420日後で

１９１：ｌであると考えられた。飼育420日後のエゾアワビの生残率は87％であった。平均殻長は飼

育開始時の43.3±1.8mmから69.2±3.3mm(妓大個体で81.2mm),平均体重は飼育開始時の9.6±１．３９

から50.1±8．８９（最大個体で829）に増加した（Fig.３)。飼育期間全体の殻長及び体重の平均

|]間成長率（Fig.４）はそれぞれ6L7Ulll/day及び0.log/dayであった。このうち，前半（飼育0

-240日間）の殻長及び体重の平均日間成長率は80山11/day及び0.129/dayで，最大の日間成長率

は殻長で97Mm/day（飼育60-12011問)，体亜で0.139/day（120-180日間）であった。その後の
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Fig.２ノVoﾉzl/o"ｓ〔//３(ｗ､サル(""Iα/fbcdingattacheddiatomscovcI･ingthclankwalL
水桝の確面を追いながら付着珪藻を食べているエゾアワビ．

飼育240-360日間（夏季～秋季）の|Ｉ間成長率は，３２um/day及び0.059/dayとそれ以前よりも

低い成長率を示した。飼育360日以後（冬季)，殻長および体重の|Ｉ間成長率は4811m/day及び０．１

９/dayとなり，再び増加に転じた。肥満度は，種苗購入時には１．１８±０．１１で，生コンブと付着珪
藻を餌料として与えてからは，1.43±0.11-1.54±0.14の高い価を示した。なお，最大の肥満度

は飼育300日後（秋季）であった。今'''１，詳細な観察は行ってはいないが，秋季は天然エゾアワビ

の成熟期で，供試エゾアワビにも生殖腺の発達が認められたことから，秋季の成長率の低下と肥

満度の増加は，成熟が関与したものと推察された。
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Days

Shelllengthandbodyweightol､abaloneMﾌバﾉo"s〔"s"α（ｓＡα""αIrearedinwaI･mcddeep-seawaterat１４℃byFeeding
kelpSacc/1αﾉ．/"αｊ”o"iaIandaUachcddialoms､Datearemeans±ＳＤ.■shclllcnglh（nm1）．●bodyweight（９）．
加温深層水（１４℃）で培養したマコンブと付着珪藻を摂餌させて飼育したエゾアワビの殻長と体重．データは

平均値±標準偏差．■殻長（nlm）．●体重（９）．
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Days

Dailygl･owlhl･a(ｃｓｏｌ､shelllcngthandbodyweightofabaloneﾉVoﾉてわ伽("“"ｓﾉIα""(〃l･carcdinwarmcddeep-seawa1erat

l4℃ｂｙにcdiI1gkcll)Ｓα(:〔Iαﾉ｡/"αｊ〔り)o"/mandattacheddia【oms・DalaaI･cmcans.■shclllcnglh.●bodyweight，
加iM深岬水（14℃）で培養したマコンブと付蒲珪藻を摂餌させて飼育したエゾアワビの殻長と体重における日
間成長率．データは平均値．■殻長（''１m）．●体重（９）．

Fig.４

筆者らは，深層水をかけ流した屋外水槽の壁面に付着珪藻が一年Ilj大:篭に繁茂することに着目

した。培養したコンブだけではなく，自発的に繁茂するこの珪藻を有効に活用してアワビ餌料と

することは，深届水を活用するメリットでもある。

酒井（1962）は，エゾアワビ成体の餌としてはホンダワラ類を除く褐藻類が最適であるが，

ﾙ化/osimIbojどα"sやﾉVaWaI/〔Isp.等の珪藻類もまた好適で，特に貝殻形成に効果があると報告して

いる。近年，ｉ}脱ら（1995）はマコンブを対照として，殻長30mm前後のエゾアワビに対する付着

珪藻４種の餌料価値の検討を行い，最も成長の良かったＡＣﾉ?"α""I“ﾉ｡"gjﾉﾝesはマコンブに匹敵す

る餌料価値があることを示した。これまでにも，深崎水で餌料珪藻を塘養し，それを餌としてア

ワビ（放流川稚只）を短期間飼育して摂餌量を調べた例（深兄1998,Fukamig/α/､1998）や一口ア

ワビを育成した例（FUjita2000）がある。これらの知見から，珪藻類はコンブ類とともに，エゾ

アワビの稚貝だけでなく成貝においても高い餌料価値があると考えられる。

コンブjiｲ.独給餌による試験（水温18℃の加温深層水を使川）の場合，2002年１２月に試験を開始

したエゾアワビ（平均殻長34.6mm）の成長試験では，飼育40011間の殻便の平均日間成長率が61山、

/day，肥満度が1.28-1.43であった（松村2004)。また、本試験と同種苗のエゾアワビの生長試験

（2003年１１月-2004年11月，大津･松村2005）では、飼育350日間の殻長の平均日間成長率は13.1

-70.0↓1m/dayであった。今同，各単独区との同時比較ができなかったことから厳密な比較はでき

ないが，マコンブとともに付着珪藻を餌料として与えた今回の飼育試験では，飼育水温（14℃）

がエゾアワビの成長適温（15-20℃，酒井1962）より低いにもかかわらず，上記試験と同程度以

上の成長率を示し，１１つより高い肥満度が得られたことから，複合餌料による成長促進・増肉効

果が期待でき，著者らが先に提案した自給式アワビ養殖システムの改良につながると考えられたｃ

エゾアワビの場合，60-7011m前後の養殖アワビが一口アワビとして販売されている。本試験で

は，飼育4201|後に，200個体のうちlOO個体（50％）以上が65mm以上に成長しており，複合餌料に
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よって管理コストの掛かる飼育期間を短縮できる可能性を見出した。

今後，単独餌料による生長試験，付着珪藻の季節ごとの繁茂状況と摂餌量の把握及び養殖アワ

ビの成分や味なども含めた品質に関する研究を行っていく必要がある。
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